
感染症の理解とその不安

国⽴国際医療研究センター国府台病院
⼦どものこころ総合診療センター



①新型コロナウイルス感染症
について

コロナウイルスのこと
知ってるかな？



コロナウイルスとは？
まず、ウイルスって？
・とても⼩さくて⽬に⾒えません。
（約10〜100nm．1n(ﾅﾉ)ｍは1mの10億分の1ｍ！）

・⼈や動物に感染して病気の原因になります。

コロナウイルスってどんなウイルス？
・「かぜ」などの原因として元々知られていました。
・2019年12⽉、中国で発⽣した肺炎の原因が、
新型コロナウイルス（COVID-19）
であることが判明しました。 新型コロナです。

よろしくね！

（国⽴感染症研究所）



・熱、咳、⿐汁など、かぜのような症状がでます。
・⼦供の場合、⼤⼈と⽐べてかかりやすさは同じですが、重症化しにくいと
⾔われています。(ただし2歳未満の乳幼児や、喘息などの疾患がある場合は注意が必要です)

・典型的な経過

かかったらどうなるの？

ばくろ 2⽇前 発症 4⽇ 7〜14⽇

感染⼒

症状がある前から⼈にうつしてしまいます。
症状がないから⼤丈夫、ではありません！

潜伏期は平均5⽇

発症直前が⼀番
うつせるぞ！

もうダメだぁ・・

今のうちに
ヒヒヒ・・



どうやってうつるの？

いけ〜

わ〜い！

会話 ２ｍ以内

とどくぞ〜

・⾶沫感染
つばや、咳、くしゃみなどで⼈から⼈に感染します。

・接触感染
⼿についたウイルスが、⼝やのどから
⼊り込んで感染することもあります。

いるよ〜

ヒヒヒ・・



うつらない・うつさないために、
すぐできること

やられた〜

うわ〜

とばされる〜

・⼿洗い（20秒以上）

・換気をこまめにする

・距離をとる（2m離れる）

・できるだけお家で過ごす

・マスクをする

だめだ〜

会話 ２ｍ以上

とどかない〜

ボトボト



②感染症と不安
不安にしちゃうぞ〜



いつもと違う状況で⼼配や不安になるの
はふつうのことです
新型コロナウイルス感染症が流⾏して、私たちの⽣活

が⼤きく変わりました。学校は休校になり、友達にも会
えなくなり、突然の変化にとまどった⼈も多いと思いま
す。この状況で不安に思うのは普通の反応です。
皆さんは⼼配なことはありますか？

家族が死んじゃったら
どうしよう・・ウイルスにかかちゃった

ら
どうしよう？

たくさんの情報がありすぎて
何が本当かわからない・・



不安が⼤きくなると気持ちやからだに
変化が起きてきます
このなかで当てはまることはありますか？
ü⼼配なことばかり考えている
ü悲しい気持ちになる
üコロナウイルスのことは考えないようにしている
üそわそわして落ち着かない
üイライラする
ü眠れない、朝起きられない
ü頭が痛い・おなかが痛いなど、からだの症状がある
ü勉強に集中できない

いつもと違うし、がまんばっかり
でイライラしちゃう・・



とても不安に感じたときや
からだの変化に気づいたときは
ひとりで

がまんしないで
話してみよう

いつもと違う状況でイライラ
しちゃうのは当たり前。

何か変わったことがあったら
話してみると、落ち着ける時

があります。

いつもと同じこと
を⼤切にしよう

よく⾷べる。
夜はしっかり寝る。
運動もしてみよう。

⾃分ができていること
を探そう

家のお⼿伝いや毎⽇の習慣など。
特別なことじゃなくてOK！
お⼿伝いの役割分担のように

係や役割を決めるのもおすすめ。



保護者の⽅へ
①⼦どもの理解や不安の程度を知りましょう
•⼦どもと新型コロナウイルス感染症について話してみましょ
う。お⼦さんはどのように理解していますか？インターネット
やSNSなどからの情報が多く、⼦どもたちは誤解をしていたり
過度な不安を感じていたりすることは珍しくありません。⼦ど
もが感染症や環境の変化をどう認識しているかを知ることが重
要です。
•混乱したり誤解をしている場合は、⼀緒に正しい情報を確認し
ましょう。正しい知識を持つことは、過度な不安を減らすこと
につながります。



保護者の⽅へ
②⼦どもの変化に⽬を向けましょう
•普段と異なる状況下で⼦供たちの不安が⾼まるのは当然の反応
といえます。⾒通しが⽴てづらく緊張状態が続いていますが、
⼦ども⾃⾝ではなかなか⾃覚しづらいものです。⼦どもは気持
ちの変化が⾝体の症状につながりやすいという特徴があります。
•気分や⾏動の変化、⾷欲や睡眠など⽣活⾯での変化など、⼦ど
もの変化に⽬を向けましょう。⼦ども⾃⾝が感じている変化を
聞いてみるのもいいかもしれません。そういった様々な変化は
起こりうるものなので、解決を焦らずに、変化や不安について
話しやすい環境づくりが重要です。
•もちろん前向きな変化もあります。家族で良い変化探しをする
のもおすすめです（例：⼀緒に運動する機会が増えた、新しい
ものに興味を持った、など）。
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